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1.は じめに

モクゲンジニタイケアブラムシ勘 φ媚 認 左o伽 砿θ舶 θ(ア ブラムシ科ケアブラムシ

亜科)は,モ クゲンジ 五∂伽 磁㎝勿 盟 ヒぬ 彪(ム クロジ科)を 寄主植物とし,越 夏型幼

虫とい う特異な生活型 を持っ種である(JunkiertandWieczorek,2019)。 その基礎的な

生態は中国天津や台湾の個体群において研究 されている(JunkiertandWieczorek,2019)

が,本 邦の個体群の生態 は,羽 田(2013)が,京 都市におけるア リ類 との共生を生態学的

に研究 した例を除き,十 分解 明されてはいない。

羽 田(2013)が 明らかに した ように,本 種はア リ類の随伴 と保護 を受 ける共生関係 にあ

り,か つ共生関係のあ り方が環境により変化す る。 したがって,ア リ類 との共生関係 を考

える上で も,本 邦における本種の生活史を解 明することが重要である。

本稿は本種の生活史についての,既 往研究の知見をとりまとめた上で,著 者 らが2019

年に実施 した調査で明 らかになった知見 を紹介する。

豆.生 活史についての既知の知見

本種の中国天津や台湾個体群の生態はJunldertandWieczorek(2019)に よって報告 さ

れている。また,羽 田(2013)は,本 調査 と同 じ京都市伏見区にある京都教育大学のモ ク

ゲンジ上で調査 を行った結果 を報告 している。

これ らの報告によれば,本 種は,春 と秋の年2回 出現す る。

春世代の コロニーは,秋 世代の有性虫が産んだ卵か らふ化 した幹母により,モ クゲ ンジ

の小葉上に創始 され る。春世代は胎生クローン としてで,有 翅 メスもしくは無翅 メスを産

んで増殖す る。幼虫の ときは緑 色をしているが,成 長するとは黒色或いは褐色になる。春

世代は,台 湾個体群では3月 か ら6月 にかけて見 られ,特 に4月 か ら5月 にかけて最 も多

くの個体が生 じるとされてい る(Jun]dertalldWieczorek,2019)。 京都では4月 か ら5

月のモクゲンジの展葉が終わったころに出現す ることが観察 されてい る(羽 田,2013)。
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本邦において春世代の有翅 虫は5月 まで観察 されているが,そ れ以降の出現は観測 され

ていない(羽 田,2013)。 夏に生まれ る若 虫は,小 型で扁平な一令幼虫(以 下,越 夏型幼

虫)に な り(羽 田,2013),ほ とんど活動 しない夏眠状態 となる。これは高温の夏期を乗

り切 るための適応であるとされている(石 川,2000)。

ニタイケアブラムシ類の秋世代は,越 夏型幼虫が夏眠か ら覚めて,成 長 を再開し,産 性

虫となることで始ま り,他 のアブ ラムシ類 のような春世代 から夏世代への寄主転換は起こ

らない(石 川,2000)。 モクゲンジニタイケアブラムシの産性虫は無翅メス と有翅オスを

生み,産 まれた有性 虫が交尾 して,越 冬卵 を生む(JunkiertandWieczorek, ,2019)。 有

性世代は中国の天津では10月 から11Aに 観察 されている(JunkiertandWieczorek,2019)

が,日 本での出現時期は明らかでない(羽 田,2013)。

卵は,近 縁 のモ ミジニタイケアブラムシでは芽の近傍 に産卵 されると推測 されているが

(原,2001)が,モ クゲンジニタイケアブラムシについてはよくわかっていない。羽 田(2013)

は卵 らしきものが芽の近傍で発見 されたことを報告 してい る。

皿 材料 と方法

1.調 査対象

1)ト ビイロケア リ

本調査地では,モ クゲンジニタイケアブラムシの随伴ア リのほとんどが トビイロケア リ

五翻 α5淘ρα加α5であった。本種 はハチ 目ア リ科ケア リ族に属す るア リの一種で,日 本に

広 く分布 し,働 きア リの体長は2.5～3.5㎜,妊 バチの体長は7～9㎜ であり頭部 と腹

部には立毛がみ られ る(寺 山,2009)。 多産で,成 熟 した コロニーは数万の個体 を擁iする

こともある。 アブラムシのコロニー をよく訪れる。

2)モ クゲンジ

ムクロジ科モクゲンジ属の木本植物 で,中 国が原産地である(北 村 ・村 田,1971)。 日

本ではあまり見 られない種だが,本 州 に広 く分布 している。暖帯の落葉高木で,高 さは10m

程度にもなる。全長30cm程 度の奇数羽状複葉または2回 奇数羽状複葉 となる。一枚の複

葉 は長さ4～10cm,幅3～5cmの 小葉をつける。小葉に重鋸歯を持ち,裏 面の葉脈部には

軟毛が生える。4月 か ら5月 に1回 展葉する。そして10.月 か ら紅葉をはじめ,11月 半ば

から落葉 し12月 初旬 にはすべての葉が落葉する。

2.調 査地

京都府京都市伏見区の京都教育大学キャンパス内のモクゲンジ株を使用した。近隣には

実験株と併せてモクゲンジ株が3株 存在しており,いずれも植栽されたものである。モク

ゲンジニタイケアブラムシは実験株を含む2株 に観察された。
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3.調 査方法

1)春 世代の観察

2019年5月26日 以降,不 定期にモクゲンジの小葉を観察 し,コ ロニーの有無,ア リ随

伴の有無 有翅虫の有無を記録 した。

6月28日 以降は,調 査株から,脚 立で調査可能な高さ(2m程 度)に あり,モ クゲ ンジ

ニタイケアブラムシが2頭 以上存在 している(コ ロニーのある)ノ」葉 を6枚 選び出 して継

続観察 した。 うち2枚 か らはコロニーが消失 したため,7月12日 に2小 葉 を追加観 察 し

た。観察葉の小葉柄には,ノJ・葉の翻1」番号を書いたビニールテープを貼った。 これ らを,

8月12日 まで,週 に2～3回 罐 した。観察には肉1販 びデ ジタルカメラ(オ リンパス製

TG-5)で 撮影 した写真を用いた。観察は11～17時 の問で行 ったが,降 雨が激 しい 日には

翌 日に調査を延期 した。

また,7月25日 に調査株の幹の表面をハイスピー ド動 画(オ リンパス製TG-5,240fPs)

で撮影 し,往 来する トビイロケア リがアブラムシを保持 してい るか どうかを調べた。撮影

する幹の高 さは1m程 度 とした。動画の撮影時間は1本 あた り20秒 とし,こ れを同 日に9

本撮影 した。

2)秋 世代の観察

2019年11月6日 か ら11月24日 にかけて1週 間に5日 程度,モ クゲンジ株上のアブラ

ムシを観察 した。脚立を用いて,高 さ2.5m程 度の小葉に存在 していたモクゲンジニタイ

ケアブラムシの コロニー6つ を春 と同様に継 続観察 した。

小葉に触れると落葉 して しま う可能性が高かったため,近 傍 の枝に翻1」番号を書いたビ

ニールテープを貼ったビニールタイを取 り付けることで,コ ロニーを翻1」した。

N.結 果 と考察

1.春 世代の生活史

1)春 世代コロニーの出現消長

羽田(2013)の 研究 と同様に,本 観察においても,本 種が5月 初旬に小葉の葉脈上 に無

翅虫がコロニー を形成 した(図1a)。 また,春 世代のコm=・ 一一一は8月8日 まで観察 された

後,消 失 し,そ の後は越夏型幼虫(図2)の み観察された(図3)。

本種の幼虫と成虫の出現消長は一致 してお らず,幼 虫は6月 ～7月 に減少 した一方 で成

虫の個体数はやや増加 した(図3)。 著者 らによる別の実験で,こ の時期のコロニーで幼虫

が盛んに生まれ ることが明 らか となっている(佐 藤隆亮,未 発表)。本種の幼虫期 間の長 さ

は不明であるが,一 般にアブラムシ類の幼 虫期間は短 く,例 えばモモアカアブラムシの場

合,発 育期問は1～2週 間とされている(太 田 ・大泰司,2002)。 仮 に本種でも幼虫期間が

同様で,か っ時期によ り生態の差が無いとすれ ば,成 虫の出現消長は,幼 虫のそれ と類似

したものになるはずで ある。 したがって,成 虫 と幼虫では天敵による捕食圧の増加,コ ロ

ニーの過密 によって起 こる幼虫の分散 羽 田(2013)が 示 した ようなアリ類 による持 ち去

りと捕食などが異なっていると推測され る。

本研究の7月25日 の調査では,モ クゲンジの幹を往来す る トビイロケア リを計180秒
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間撮影 し,そ の間に幹を降 りた トビイロケア リ228頭 の うち,1頭 がアブラムシの幼 虫を

運んでいることを確認 した。一方,同 じ時間内に幹を登った トビイロケア リ257頭 には,

アブラムシを保持 している個体は観察 されなかった。 この結果は,ト ビイロケア リが本種

の幼虫を180秒 に1個 体 という高頻度で捕食 してい る可能性を示 している。ただ し,そ の

再現 性,お よび運ばれた幼虫が捕食 されたかについては改めて確認する必要がある。

(a)無翅 虫 と幼虫のコロニー(b)有 翅 虫を含む コロニー

誌轡認
図1ト ビイロケア リの随伴を受ける春世代のコロニー
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図2越 夏型幼虫と思われ る個体

7E26日 以降に観察された越夏型幼虫は,百 色で小 さく扁平な姿であったが,(図2)

が,周 囲か らの刺激に反応 して葉 の裏を動 き回っていた。 出現数が1コ ロニー当た り2頭

程度 と極めて少なかったことは,越 夏型幼虫が通常形態の幼虫や成虫 とは異なる部位に定

着するためとも解釈できる。越夏型幼 虫自体,あ るいはその母親の移動についてはさらな

る調査の余地がある。なお,越 夏型幼虫にはア リは随伴 しなかった。
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2)春 世代コロニーの有翅虫生産

5月29日 には有翅虫が幹上に確認 された(図1b)が,そ れ以降は確認 され ることはな

く,羽 田(2013)の 観察が裏付けられた。本種では,多 くのアブラムシとは異な り,秋 に

出現する有性 メスは無翅 虫である。 したがって,本 種において,新 しい生息場所への分散

の多くは,5月 頃に出現す る無性世代の有翅メスによって行われると考えられる。

これはおそ らく,モ クゲンジの展葉が春にのみ起 こること,本 種がモクゲンジのみで生

活環 を完結させていることと関連 している。なお,ア ブラムシ類の多 くで,餌 植物の劣化

や コロニーの過密によ り有翅虫が出現す ることが知 られているが,本 研究では同様の現象

は観察 されなかった。

3)春 世代コロニーのア リ随伴

春世代のすべてのコnニ ーが,そ の存続期間を通 してア リの随伴を受けていた(図1)。

随伴ア リのほ とんどは トビイロケアリであった。 トビイロケア リは,ア ブラムシに触角や

顎で しき りに触れてい るのが観察 された。アブラムシのいない葉の表側などに回 り込んで

歩き回るア リも存在 した。

春か ら夏のコロニーの個体数の推移(図3)を 見ると,ト ビイロケア リは,モ クゲンジ

ニタイケアブラムシの成虫と同じ消長で出現 してお り,ま た,コ ロニーに随伴す る トビイ

ロケアリの個体数 は,コ ロニーに存在する無翅成 虫の数 と相関 していた(佐 藤隆亮 未発

表データ)。このことは トビイ ロケア リにとって重要な資源は,本 種の幼虫ではなく成 虫で

ある可能性を示 してお り,前 述 した,随 伴ア リが幼虫を盛んに持ち去 るとい う推定結果 と

も符合す る。
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2.秋 世代の生活史

1)秋 世代の消長

11.月6日 に,モ クゲンジニタイケアブラムシの秋世代 を確認 した。モクゲンジ小葉の裏

にコロニーを形成 してお り,ト ビイ ロケア リの随伴が確認 され,共 生関係が再開 していた

(図4a)。11月6日 以前の期間は調査を行 うことができなかったため,産 生虫の生態や随

伴ア リの有無など,秋 世代初期についての知見は得 られなかった。観察対象 としたコロニ
ーは
,11A18日 の降雨によりほぼ流 され,そ の後残ったコ1コニーも11A22日 には消失

した。

11.月6日 以降の発見個体は,大 多数が無翅で,胎 生虫 と違 って腹端が大き く伸び,脚 が

太 くなっている個体であったが,少 数なが ら有翅 で幾分やせ型 の個体も観察 された(図4b)。

先行研究の報告(JunkiertandWieczorek,2019)お よび,後 述 の交尾行動の観 察結

果か ら,前 者は有性 メス,後 者 が有性オ スで あると考 え られ る。ただ し,発 見個体 に

有性 虫以外 の胎 生 メスや産 性虫が混 じっていた可能性 は否定 できず,さ らなる調査が

必要である。

有性 メスの後脚 が発達 していたこ とは,有 性 メスがモ クゲ ンジ上で適切 な部位 を選

んで産卵 しなけれ ばな らないこ とと関係 していると思 われ る。

(a) (b)
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図4(a)ア リ随伴を受ける秋世代のコロニー,(b)有 性 メス と有性オス,(c)交 尾 の様子
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2)有 性虫の生態

11月14日 に有性虫の交尾を2回 観察した。いずれの交尾も,オ スが,モ クゲンジ小葉

柄にいる褐色の大型の有性メスに接触 し,上 に覆いかぶさる形で行われた。有性メスの腹

部後端の大きく突き出した交尾器を背中側に大きく曲げ,オ スの交尾器と接触させていた

(図4c)。交尾は数分で終わった。褐色の大型の有性メスは,ノ」・葉裏のコロニーには観察

されず,小葉柄に数頭のみ観察された。産卵行動や産卵後の卵は発見できなかった。また,

有性オス,有性メスのサンプルを採集するために一部の個体をピンセットで挟んだのだが,

どちらもピンセットが体に触れるまで全く警戒,逃 走をしなかったため,警 戒性は極めて

低いものと思われる。このことから,モ クゲンジニタイケアブラムシの有性世代は天敵の

活動が不活な時期を選んで出現している可能1生がある。

V.ま とめ

今回の調査では,京 都市におけるモクゲンジニタイケアブラムシの生活史を研究 した。

ただし生活史の うち,4月 から5月 中旬,お よび8月 中旬か ら11月 初旬の生態にっいては,

調査 を行えなかったため,解 明できなかった。

本研究の結果から,京 都市個体群の生活史はこれまでに知 られているもの とよく似てい

ることを示 した。また,羽 田(2013)が 示唆 したア リによるアブラムシの持ち去 りがある

ことを確認 し,随 伴ア リによる捕食が起きているとい う羽 田(2013)の 仮説 を補強 した。

随伴ア リは,モ クゲンジニタイケアブラムシの生活史に大きな影響 を与 えていると考え ら

れ る。また,京 都個体群の有性世代が11月 に出現 し交尾することを示 した。有牲 世代は

落葉や低温 といった生存に不利な11月 に出現す るが,こ れは天敵の不在を狙ったもので

あるとも解釈 された。
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